
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 荒尾市立桜山小学校グランドデザイン 

【学校目標】  健やかで、確かな学力と豊かな心を身につけ、未来を力強く切り拓く子どもの育成 
【スローガン】 「夢・チャレンジ・仲間とともに」 
【教育理念】  人間尊重の精神、すべては子どものためにある 

学校組織の活性化 

風を入れる 

 

経営のキーワード 
１人権・インクルーシブ教
育 

２安全・防災教育 
３地域ともに 
４ICT活用 
５当たり前 
６熟議 
７働き方改革 

【こんな子どもに】徳：思いやりのある子 知：進んで学習する子 体：明るくたくましい子 

【未来を切り拓く子どもとは】＝汎用的資質・能力（４領域８能力）を身につけた子ども 
１ 人間関係形成領域＝自他の理解能力、コミュニケーション能力 
２ 情報活用領域＝情報収集・探索能力、職業理解能力 
３ 将来設計領域＝役割把握・認識能力、計画実行能力 
４ 意志決定領域＝選択能力、課題解決能力 

【保護者の願い】 
学力の向上、思いやり
の教育、個性を伸ばす
教育、体力の向上、命
を大切にする教育 
 
【地域の願い】 
学力の向上、思いやり
の教育、個性を伸ばす
教育、体力の向上、命
を大切にする教育 
 
上位５項目を表記 

Ｈ２９．１２月調査 

 

求める学校の姿 

○活気あふれる学校 

○礼儀正しく秩序ある学校 

○整備された美しい学校 

○保護者・地域に開かれた学校 

求める教職員の姿 

○教育的愛情と人権感覚を磨

いていく教師 

○使命感と向上心をもち、組

織の一員として実践する教師 

○児童・保護者・地域から信

頼される教職員 

平成３０年度県教委 ＩＣＴを活用した                                                    平成３０・３１年度荒尾市教委 
「未来の学校」創造プロジェクト事業指定校                                                  研究推進事業指定校 

〈さくらやまコミュニティ・スクール構想〉                                       

 平成３０年度荒尾市ＣＳ促進事業 
職員、児童との熟議 

学校支援プロジェクト部会 

防災プロジェクト部会 

地域貢献プロジェクト部会 

部活動の社会体育移行
プロジェクト部会（Ｈ30
年度まで） 

ＣＳ推進委員会（１６名） 

荒尾市教育重点事項：  

《あらおベーシック：教職員の意識改革》 → 学力向上 ← 《メディアコントロール：家庭、地域との連携と協働》 

校内研究の研究主題：主体的・協働的に学ぶ子どもの育成 

心のアンケート、学力検査、体力テスト、学校評価等による検証 

広報と検証（アンケー
ト） 

「思いやりのある子」の育成 
１すべての教育活動における人権 
教育の充実 

２道徳教育の充実 
３交流教育の充実（合同学習等） 
４いじめ・不登校への対策強化 
５異年齢集団での活動の充実 
６質の高い読書活動 
 

 

「明るくたくましい子」の育成 
１課題体力の向上 
２校内外の生活規律の定着 
３防災教育の充実 
４体と心の健康教育の推進 
５食育の推進 
６メディア・コントロール力の向上 
 

「進んで学習する子」の育成 
１ＩＣＴを活用した授業改善 
（県教委、市教委研究指定事業） 
２「あらおベーシック」の授業展開 
３学習規律の徹底 
４学力向上対策プランの確実な実施 
５個に応じた指導の充実 
６家庭学習の定着 
 

地域との協働プロジェクト 

「地域とともにある学校」づくり 
１学校支援ボランティアとの連携 
２家庭・地域との連携を図るＣＳ設
立準備（市教委事業） 

３ニーズ・タイムリーな情報発信 
４四中校区幼・保、小、中連携の推
進 

 
 

教育環境の充実（人が環境をつくり、環境が人をつくる） 

豊かな心 確かな学力 健やかで 


